
み
ぞ

の

く
ち

丘倉

・溝
之
口
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
加
古
川
市
加
古
川
町
美
乃
利

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
七
月
―

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
加
古
川
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
西
川
英
樹

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

溝
之
口
遺
跡
は
、
加
古
川
東
岸
の
沖
積
低
地
の
微
高
地
上
に
所
在
す
る
弥
生

時
代
か
ら
平
安
時
代
の
集
落
跡
で
、
中
心
は
、
弥
生
時
代
中
期

（Ⅲ
・
Ⅳ
期
）

と
、
古
墳
時
代
後
期
か
ら
奈
良

時
代
で
あ
る
。

奈
良
時
代
の
遺
構
と
し
て

「
コ
」
の
字
状
に
配
置
さ
れ
た
掘

立
建
柱
建
物
を
検
出
し
た
。
出

土
遺
物
も
井
戸
よ
り
出
土
し
た

「大
毅
名
長
名
田
村
南
」
と
判
読

で
き
る
墨
書
土
器
の
他
、
硯

。

瓦
片

・
緑
釉
陶
器
片
な
ど
が
あ

り
、
通
常
の
集
落
と
は
異
な
る
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
大
溝
よ
り
出
土
し
た
。
大
溝
は
、
上
幅
約
六
ｍ
深
さ
約
○

・
六
ｍ
で
、

埋
土
か
ら
は
七
１
人
世
紀
の
上
師
器

・
須
恵
器
が
大
量
に
出
土
し
た
。
木
製
品

と
し
て
は
他
に
、
横
槌

・
木
錘

・
板
片

・
杭
な
ど
が
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
＜
子
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ

益
衰
∞
ｏ毬

現
状
は
か
な
り
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
上
部
に
切
り
込
み
を
入
れ
て
い

る
。
付
札
と
考
え
ら
れ
る
。
墨
書
は
片
面
の
み
で
あ
る
。
「子
日
」
以
下
の
文

字
の
有
無
は
折
損
の
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
十
二
支
を
用
い
て
日
付
を
記
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
県
内
の
類
例
と
し
て
は
、
春
日
町
の
山
垣
遺
跡
に
お
い
て
、

十
二
支
で
日
付
を
記
し
た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

今
後
、
調
査
と
整
理
が
進
め
ば
、
出
土
数
が
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。

（西
川
英
樹
）

(高 砂 )




